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I ノロ—」 □□ 


バソト'ル商品について 

本製□□□には、5年固の先出し t ソドハ' ' y ク保守が同梱されています。 

同桶されているサービスチケットに記栽■の約款に同意韻'き、必要事項を記載し、 

当社にノール' F A X 等で送つて頂くことにより当社で登録を行います。 

:登録完了後、先出し t ソトハ'ッ：?_保守が受けられます。 

登 a 完了の通知はサービス f ケットに記載頂いた保守遽滅■窓□の方にノー ルて'連絡いたします c 
* 当社での登録完了後、サービスか'関_されます。 


2。本製品欢)仕様について 

本製□□□©機能等の仕 if につきましては、 

PN 23249 H の商□□□仕_書士様書番号： 401 -23249 H - SP 01) と同 S です。 


3。付属品 


( 1 ) PN 2324_9 H に付属している付属 □□□ (2 項の商□□□仕纏書参照）1式 

(2) サービス f 亇 ； y I ' /約款1枚 

(3) M N 0シリーズスイ y チサービスチヶット:登:歸までの流れ/本サービスご利甩.にあたって .1 枚 
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格。環境条件 


定格入力電圧 


2。消費電力 


3。動作環境 


4。保管環境 


5。適合規格 


-6。耐性 


A C 10 0 V . 5 0 / 6 0 H z , 8。 0/\ 

DC 48 V、DC 12 V % R P S — 3 7 0からの入力時 

定常時最大 494 W (非給電時 47 W ) 、最小 39 W 


動作温度範囲〇〜 4 CTC 

動作湿度範囲2 0^8 0 %RH (結露なきこと） 


保管温度範囲 - 2 0〜7 CTC 

保管湿度範囲1◦〜9 0 %RH (結露なきこと） 

ネット7—ク。インタフェース 1 EEE 802 b 3 10 BASE - T 準拠 


I E E E 8 0 2 . 


電磁放射 VCC I ク= 

静電気放電 （ES D ) 

放射電磁妨害 

電気的ファストトラ'ノア1ヽノトハ''-スト 

電気的 サージ 


耐伝導ノイズ性 
電源周波数イミ: 
瞬停/電圧変動 


クラス A 


1 EEE 802。 3 a b 1 OOOBASE - T 準拠 




: I EC 61 0 0 0 - 4 - 2 (10 K V ) 

: IEC 61000-4-3 L e v e 12 
1 EC 61000-4-4 L e v e 12 
: IEC 61000-4-5 L e v e 13 
(AC line) 

: IEC 61000 -4-6 L e v e 12 
: IEC 61000 -4-8 L e v e 14 
: IEC 61000-4-11 


。牙 i : 獯及び H 料- fe 彩）'# t 商□□□仕による 


2。質量（重量） 


6 ,0 0 0 g 
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4。カスケード接続 


-5。再起動 


すべての ポートが MD I / M D I - X に自動的に対厄（固定設定可能） 
通信条件を固定に設定したポートは 、 M D I - X になります。 

ソフトウ I アから以下の2つのモードでリ七ット可能 

( 1 ) ウオームスター ト 

(2) 工場出荷時に戻るリ t ット 


6。エージエント仕様 管理用プロトコル ： SNMP 


' E L N E ' 


HTTP 


ソフトウェア。タウン □_ 
装備する M I B : M I B 


ド用プロト コル： 


| R W A R D I N G 
M I B 


P - BRIDGE-MIB 
Q - BRIDGE-MIB 
1 F - M I B 

RADI US - AUTH-Ci 
POWER - ETHERNE ' 


POWER 
IEEE ； 
IEEE ( 


(RFC 115 7) 
(R F C 8 5 4) 

(R F C 2 616 ) 
( RFC 78 3) 

(R F C 1213 ) 
(RFC 19 0 7) 
(R F C 2 0 9 6 ) 
(R F C 17 5 7) 
プ1，2，3， 9) 
(RFC 1493) 
( RFC 2674) 
( RFC 2674) 
(R F C 2 8 6 3 ) 
(R F C 2 618 ) 
(R F C 3 6 21) 


初期設定 


8 。スイッチの管理 


9。その他 


以下の方法によって管理用パフメータの初期設定が可能 

( 1 ) コンソール。ポー トに接続された非同期端末からの設定 

(2) t e I n e U 妾続した遠隔端末からの設定 

以下の方法によってスイ、ソチの管理が可能 

( 1 ) コンソール。ポー トに接続された非同期端末からの管理 

(2) telnet と TCP / IP ネ'ソト7—ク接続を使用した遠隔端末からの管理 
(3 ) SNMP マネージャによる管理 

Sys Log C l i e n t (S y s Log サーバ、へのシステムログ送信） 

TFT P Cl i e n t (ソフ ト ウェアアップグレード、 設定情報の 保存。 読込） 
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No. 5 


v 2 スイッチ機能 


スイッチ機能 


2 。スバニソグツリ 


3 。 VLAN 


4 。 卜 7 ソキソク 
- 5 。 QoS 

6 。 ポー ト 

ミ7— リソグ 
- 。マルチキャス 

8。認証機能 

サポート 


9。給電機能 


スイ、ソチング方式 
スイッチンク容量 
パケ、ソト転送能力 


ストアアンドフォアード 

8 >。8 G b p s 
1，488，0 0 0 p p s 


卜 ( 10 0 0 M b / s ) 


148， 8〇 Opps / ポート （1 〇 OMb / s ) 


14，88 0 pps / ポート （10 Mb / s ) 

MAC アド、レステーブル： 8 K エントリー/ IL ニット 

(ボート単位で自獅学習の有効/_効か可能..、固定覺3が可能） 

バッファ ：16 M ハ■イト 

フロー制御 :半二重時バ ッ クプレ 、ソシャー 

全二重時 8 0 2。3 x 

エージング ： 3 0 0 ~ 6 0 0秒（デフォルト値） 


エーシンク 

I E E E 8 0 2 , 
I E E E 8 0 2 • 


スパ ニン グツリープロトコル準拠 
フピッドスパニソグツリープロトコル準拠 

タギング V L A N プロトコル準拠 


[ EEE 802 。lq タ ギング VLAN プ□ト コル 準拠 
ポート V L A N 

VLAN 登録数 2 5 5 個（デフォルトも含む） 

I E E E 8 ◦ 2。3 a d リンクアグリデーシヨン 機能 サボー ト 
最大 6グループ 構成可能 （ 1グループ 最大 8ポー ト） 

I E E E 8 ◦ 2。1 p プライオリティキ1 — イングをサボート （ 4段階） 


対象となるポートのトフフ 


クを指定したポートにコピーして送信可能 


(複数の対象ポ-卜指定か'可能） 

I G M P Snooping 機能サボート 

IEEE 8 0 2。 1 x ポートべース認証機能サボート 
I EEE 8 〇2。1 x を用いた MAC ベース個別認証機能 
IEEE 8 0 2。 1 x を用いたダイナミック VLAN 機能 
IEEE 8 0 2。 1 x を用いたゲ'スト VLAN 機能 
登録 M A C アドレス強制認証機能 
( EAP — MD 5/ TLS / PEAP 認証方式） 


I E E E 8 0 2 , 


給電機能サボー 


1〜24ポートに最大合計3 7 0 W 給電可能 
(ポートへの最大給電能力15。 4 W ) 


e b 管理機能 

— 1。ファームウェア仕様 
—1—1。ファームウェア 
バージョン 

-1 — 2。対应ブラウザ 


Boot Code : Ver . 1 .0.0.1 5以降 
Runtime Code : Ver .2.0.6.24 以降 

Internet Explorer 6 


1 —〇。 使用言兰吾 
及び 

使用プ□トコル 

1-4。文字コード 
乜ット 


HTTP 1.1 
HTML 4.0 
Java RE 1.4 

Shift JIS 
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I p 設定 
3 NMP 設定 
卜設定 

I 源状態/アク t ス条件設定 
i _ ザ名/パス7—ド設定 
= D B 設定及び参照 
3 NT P 設定 
ノ LAN 設定 

-Ink aggregation 
片 一 ト モニタリン グ設定 
3 S T P (ラ ピッドスパ ニン グツリ 
3 〇 S 設定 

ストー厶コソト□-ル設定 
3 0 2 。 1 x 認証設定 
IGMP Snooping 設定 
D 〇 E 設定 

ト カウン タ設定及び参照 
ノフ ト ウェアアップグレード 設定 
受定 ファイ ルの保存/読込設定 
再起動設定 
ノステム□グ 
ノステム□グ 送信設定 
受定情報の保存 

ノールザーパ、 の設定 
送信先アカウソト（ノールアドレヌ 
それぞれにレポートの通知とト フ： 
送信元アカウント（ノー ル アドレヌ 
レポート間隔の設定 

毎日、毎週、毎月のいずれか 
レポートの内容の設定 

ポート情報、トラフィックサ： 
蒂付 ファ イ ルの 選択 

添付しない、 CSV 形式、 テ」 
恭付ファイルデータの設定 

データ収集囿隔 10分毎、 

1日のいず 
ログの内容 帯 M 使用率 

ブロー ドキ 
コリジョン 

ポ_卜選択 

没定後、テストノールを送信する 


瑞末からの時亥 1 1データの転送による 


システム情報の設定 ：稼働時間 

詳細情菊 
管理者 ■ 
設置場3 
ホスト字 








1 2 3 6 4 


R x + R x - T x + T x - + V 


T x + T x - R x + R x - + V 


_DB+ BLDB- BLDA+ BLDA- BLDD- 


LDA+ BLDA- BI—DB+ BLDB- BLDC- 







信号 

ピソ N o 。 


12 VDC 

8 

48 G 

12 VDC 

9 

NC 

NC 

10 

48 V [ 

GND 

11 

RPS 

48 VDC 

12 

RPS 

NC 

13 

GND 

48 GND 

14 

12 V [ 


■^9 

HHHBiiiill 
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10 。安全確保のための使用上の'禁止事項 


T 記の項目を満足されていない場刍のトラブルに関しては、青任を負_いかねます。 

本商品のご使用.際しては、以下の点綠遵守ください。 

( 1 ) 5¢%1〇 〇 V , RPS - 3 70冗長你_源から儀；.給する直流 48 V , 直流12 V 以外では使用しない 

火炎.攀電， _© 原因となることがあります。 

(2) この装置を分解。改造しない 

火災。感電。故障の原因となることがあります。 

(3) 雷が発生したときは、この装置や接続ケーブルに触れない 

感電の原因となることがあります。 

(4) ぬれた丰で電源プつグ、冗長化電源コ—ドを抜き差ししない 

感電。故障の原因となることがあります。 

(5) 電源コードや冗長電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、はさみ込んだり、 
重いものをのせたり、加熱したりしない 

電源コ_ドが破損し、火災。感電の原因となることがあります。 

(6) 関□部やツイストべアポートから内部に金属や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 

火災。感電。故障の原因となることがあります。 

(7) 水のある場所の近く、湿気やほこりの多い場所に設置しない 

火災。感電。故障の原因となることがあります。 

(8) ツイストべアポートに 10/100/1000 BASE - T 以 外の機器を接続しない 

火災。感電。故障の原因となることがあります。 

(9) コソソールポートに別売のコンソールケーブル PN 7 2 ◦◦ 2 DS u b 9ピンー DS u b 9ピンコンソールケーブル 
以外を接続しない 

火災。感電。故障の原因となることがあります。 

(10) 直射日光の当たるところや温度の高いところに設置しない 

内部の温度が上がり、火災の原因となることがあリます。 

(11) 振動。衝撃の多い場所や不安定な場所に設置しない 

落下して、けが。故障の原因となることがあります。 

(12) この装置を火に入れない 

爆発。火災の原因となることがあります。 

(13) 必ずアース線を接続する 

感電。誤動作。故障の原因となることがあります。 

(14) 電源コードを電源ポートにゆるみなどがないように確実に接続する 

感電や誤動作の原因となることがあります。 

(15) 故障時はコン t ソト、冗長化電源コードを抜く 

電源を供給したまま長時固放置すると火災の原因となることがあります。 

(16) 自己診断 LED ( STATUS ) が橙点滅となった場合は、システム障害のためコソ t ソト、冗長化電源コードを抜く 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となることがあります。 

( 1 7) ツイストぺアポート、コンソールポート 、 G B I C ポート、電源コード掛けブロックで手などを切らないよう注意の上 
取り圾う 
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1。使用上の注意事項 


1 ) 内部の点検。修理は販売店にご依頼ください。 

2) 商用電源は必ず本装置の近くで、取り扱いやすい場所からお取りください。 

3) この装置の電源を切るときは電源コードを外してください。 

4) この装置を清掃する際は、その前に電源コードを外してください。 

5) 仕様限界をこえると誤動作の原因となりますので、ご注意ください。 

6) RJ 45 コネクタの金属端子やコネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジ 1 7プフグの金属端子に触れたり、 
帯電したものを近づけたりしないでください。 

静電気により故障の原因となることがあります。 

7) コネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジ 1 つプフグを力ーベ、ソトなどの帯電するものの上や近辺に放置し 
ないでください。 

静電気により故障の原因となることがあります。 

8) 落下など強い衝撃を与■えないでください。故障の原因となることがあります。 

9) コンソールポートにツイストペアケーブルを接続する際は、事前にこの装置以外の金属製什器等を触って静電気を除 
去してください。 

10) 以下場所での保管。使用はしないでください。 

(仕様の環境条件下にて保管。使用をしてください） 

- 水などの液体がかかる恐れのある場所、湿気が多い場所 

- ほこりの多い場所、静電気障害の恐れのある場所（カーべ'ソトの上など） 

- 直射日光が当たる場戸斤 

- 結露するような場所、仕様の環境条件を満たさない高温。低温の場所 
-振動。衝撃が強い場所 

11) 周囲の温度が〇〜4 CTC の範囲の場所でお使いください。この装置の通風□をふさがないでください。通風□をふさ 
ぐと内部に熱がこもり、誤動作の原因となることが'あります。 


ヨ 

平成24年1月 5日 

e — ネツト7 —ク\ 

ノリ： t ー シヨソ事_本部 

ヨ 


ネット7 - 

-ク商品事業部 


パナソニック E S ネットワークス株式会社 




品名 

Switch —M24HIPWR 

游先出し nnr*/ ク保守 / r ル碗品 

赴 □□1— 

t 様書 

401 -232 屯 

3HB5-SP01 

品番 

PN 23249 HB5 



全 11 

No.1 1 


12 。品質保〗正について 

本商品办.品質管理には最大の注 i をいたしますか'、 

( 1 ) 万一.本商□□口.®品質不良#原因となり、人®並びに財 Miz 多大の影響が予5刖ざれる Jf 合には、 

本仕#書記翁の特性，数値に対し.#籍を持たれ.かつ二重回路等の安全対策を、姐み込んでいた 
だくことを、製造物青任の観点からお勧めします。 

(2) 本商品势品質保証期固はお買上げ日より1年固とし.本仕_書に言3謹された項目とその.尊囲内 

とさせていただきます。本商品に弊社の青による瑕疵が明らかになった塌吾:!:：は、 

誠意をもって代替□□□の提供、また B : 瑕疵部分の交換、.修理を本商□□□の:納入場所で;薄やかに行わ 
せていただきます。 


但し、次の場合はこの:#証の対象から除かせていただきます。 

1 ) 本商品毅故障や瑕疵から i 秀発された他の揖害の場合。 

2) 質い上げ後の_.狻い.保管.運搬（輸虜）において' 本仕_書記載以外の条件が本商品 
に加わった場 5。 

3 ) お買い上げ時までに実用化されている技術ではることが不可能であった?見象に_ 
する i 舞合。 

4) 火災、地震。洪水*火災 • 紛争％ど弊社に青のない自然あるいは人為的な炎害による場合。 


取®説_書.本体貼付7ベル等の注意書に锘った使用状態で保証期固内に故障した:場：舎には、無料 
修理させていただきます。 

お客様.の®圾説明書に翁わない操:炸に起因する植害および本商品の故_。誤動作などの要因によっ 
て..通信の機会を逸したために生じた損害については、その责任は,0かねますのでご了承ください 

1証期固内でも次の場.脅: t £ は原 iit - i ； して_麟修理対象外にさせていただきます。 

(ィ）翁用上怨誤りおよび不当な修理や改造による故障および植傷 
(口）お買上げ後の爾'對場蘭の移設、輪!送落爲などによる故障および損傷 
(ハ）火災、地震.水害. JS 雷.その他：天災地変および公害' 塩害' ガス害 （ 痛: { fc ガスなど）、 
異常電圧、指定外の.使用電_ (電圧、周波数）などによ％.故障および潰,傷 
(二）保証書勿:提示がな t "1: 靡合 

(ホ> 1 S 証書にお買上け日お客錄名の記入のない場合、あるいは字句を書3替■えられた場合 


- 怍成日 

平成24年1月 5日 
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